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― 1 ― 四至牓示から境界線へ

四
至
牓
示
か
ら
境
界
線
へ

　
　
―
寛
喜
二
年
神
護
寺
・
高
山
寺
絵
図
の
境
界
表
現
を
中
心
に
―吉

田
敏
弘

　
　
　

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在

　

院
政
期
を
中
心
と
し
て
、
荘
園
の
立
券
を
命
じ
る
太
政
官
符
や
院
庁
下

文
に
は
、
し
ば
し
ば
「
堺
四
至
、
打
（
立
）
牓
示
」
と
い
う
文
言
が
登
場

す
る
。
こ
の
「
四
至
を
堺
し
、
牓
示
を
打
（
立
）
つ
」
と
い
う
行
為
は
、

立
券
に
際
し
、
当
該
国
衙
在
庁
官
人
等
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
た
境
界
画
定

の
手
続
き
を
指
す
。
筆
者
は
先
に
、
荘
園
立
券
時
に
作
成
さ
れ
た
立
券
絵

図
（
四
至
牓
示
絵
図
）
を
素
材
と
し
て
、
こ
の
境
界
画
定
の
手
続
き
と
そ

の
背
景
に
潜
む
当
時
の
社
会
的
空
間
認
識
に
つ
い
て
論
じ
、
次
の
よ
う
な

結
論
と
見
通
し
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る（

1
（

。

　

荘
園
の
立
券
を
申
請
す
る
寄
進
状
な
ど
に
は
、
そ
の
領
域
の
四
至
と
し

て
、
東
・
西
・
南
・
北
の
境
界
を
な
す
地
物
や
景
観
、
地
名
が
明
記
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
う
け
て
荘
園
の
立
券
が
認
可
さ
れ
る
と
、
同
じ
四
至
が

明
記
さ
れ
た
太
政
官
符
や
院
庁
下
文
の
命
に
よ
っ
て
、
在
庁
官
人
・
荘
園

領
主
の
使
者
・
在
地
領
主
ら
か
ら
成
る
立
券
使
が
編
成
さ
れ
、
四
至
の
実

地
検
分
が
行
わ
れ
、
そ
の
認
定
の
証
と
し
て
四
隅
（
艮
・
巽
・
坤
・
乾
）

に
本
牓
示
が
設
定
さ
れ
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
折
、
隣
荘
間
で

境
界
に
齟
齬
の
あ
る
個
所
は
堺
相
論
で
決
着
が
図
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て

適
宜
脇
牓
示
が
打
た
れ
た
。
牓
示
の
設
定
が
終
了
す
る
と
、
立
券
使
は
設



國學院雜誌　第 118 巻第 5号（2017年） ― 2 ―

定
し
た
牓
示
の
数
と
銘
を
記
し
た
立
券
文
を
作
成
し
、
併
せ
て
牓
示
の
位

置
と
銘
を
記
録
す
る
立
券
絵
図
を
作
成
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

四
隅
の
牓
示
を
本
牓
示
と
す
る
の
は
、
領
域
を
方
形
に
見
立
て
る
当
時

の
空
間
認
識
に
よ
っ
て
お
り
、
四
至
は
そ
の
四
辺
、
牓
示
は
そ
の
四
頂
点

に
相
当
す
る
。立
券
使
は
官
符
な
ど
に
記
さ
れ
た
四
至
の
四
辺
を
巡
検
し
、

隣
接
す
る
二
辺
の
交
点
に
本
牓
示
を
定
め
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、

四
隅
の
本
牓
示
の
設
定
を
も
っ
て
四
至
の
四
辺
確
認
の
証
と
な
し
え

た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
現
実
の
領
域
の
形
状
は
四
方
形
で
あ
る
は

ず
は
な
く
、
四
至
も
ま
た
河
川
な
ど
の
線
状
の
景
観
要
素
と
は
限
ら

な
か
っ
た
た
め
、
本
牓
示
の
設
定
は
図
式
通
り
に
は
ゆ
か
な
い
場
合

も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
四
つ
の
本
牓
示
の
設
定
こ
そ
が
、

立
券
使
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
っ
た
。

　

四
至
牓
示
に
関
す
る
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
つ
い
て
は
、
今
も
修

正
の
要
を
認
め
な
い
が
、
こ
う
し
た
境
界
画
定
や
空
間
認
識
が
鎌
倉

期
以
降
い
か
に
変
容
を
遂
げ
て
ゆ
く
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
、
十
分
に
考
察
す
る
機
会
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
小
稿
で
は
、
山

城
国
神
護
寺
領
・
高
山
寺
領
の
境
界
画
定
時
に
作
成
さ
れ
た
寛
喜
二

年
の
絵
図
を
主
た
る
素
材
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
若
干
の
考

察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　

牓
示
の
記
録
を
旨
と
し
た
立
券
絵
図
で
は
、
そ
の
境
域
を
示
す
境

界
線
は
表
記
さ
れ
な
い
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
荘
園
の
立
券
が

下
火
と
な
っ
た
鎌
倉
時
代
中
期
以
後（

2
（

に
作
成
さ
れ
る
荘
園
絵
図
で
は
、
も

は
や
四
至
牓
示
型
の
境
界
表
現
は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
境
界
線
に
よ
る
表

記
が
一
般
化
す
る
。
も
ち
ろ
ん
牓
示
に
類
す
る
境
界
標
は
設
定
さ
れ
る
場

合
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
四
至
牓
示
型
境
界
の
本
質
で
あ
る
四
隅
の
本

牓
示
を
セ
ッ
ト
で
記
し
た
絵
図
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

図一、�山城国高雄山神護寺絵図トレース図版（『中世
荘園絵図大成』より一部改変）牓示の番号は表
一に対応

１

８７

２

３４

５
６



― 3 ― 四至牓示から境界線へ

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
山
城
国
高
雄
山
神
護
寺
絵
図
（「
神
護
寺

絵
図
」
と
略
す
、
図
一
）、
山
城
国
高
山
寺
絵
図
（「
高
山
寺
絵
図
」

と
略
す
、
図
二
）、
山
城
国
主
殿
寮
領
小
野
山
与
神
護
寺
領
堺
相

論
指
図
（「
小
野
山
指
図
」
と
略
す
、
図
三
）
の
三
点
は
、
い
ず

れ
も
神
護
寺
の
所
蔵
に
な
る
大
型
の
紙
本
絵
図
で
あ
り
、
牓
示
の

記
録
を
主
題
と
す
る
絵
図
の
最
終
局
面
を
示
す
と
と
も
に
、「
高

山
寺
絵
図
」
で
は
寺
領
境
界
の
表
示
に
あ
た
り
閉
じ
た
境
界
線
が

併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る（

3
（

。

　

こ
れ
ら
の
絵
図
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
牓
示
の
形
状

に
つ
い
て
論
じ
た
西
岡
虎
之
助
氏（

（
（

を
端
緒
と
し
て
、
難
波
田
徹

氏（
（
（

、
奥
野
中
彦
氏（

（
（

ら
に
よ
る
四
至
牓
示
絵
図
と
し
て
の
評
価
、
中

島
博
氏（

（
（

に
よ
る
「
高
山
寺
絵
図
」
の
美
術
史
的
評
価
、
葛
川
絵
図

研
究
会
の
活
動
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
藤
田
裕
嗣
氏（

（
（

、
松
尾
容

孝
氏（

（
（

に
よ
る
絵
図
読
解
の
試
み
な
ど
、
す
で
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た

成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
原
本
調
査
の
所
見
に
関
し
て
は

『
中
世
荘
園
絵
図
大
成（
（1
（

』
や
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
釈
文
編
中
世

１（
（（
（

』
所
収
の
解
説
に
詳
し
い
。

　

小
稿
は
こ
れ
ら
の
絵
図
作
成
や
牓
示
設
定
の
過
程
に
関
す
る
再

検
討
を
通
じ
て
、
四
至
牓
示
に
よ
る
境
界
表
現
が
境
界
線
へ
と
移

行
す
る
過
程
を
素
描
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

図二、�山城国高山寺絵図トレース図版（『中世荘園絵図大成』より一部改変）牓示
の番号は表一に対応

９10

11

12

13

１
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一
、
神
護
寺
・
高
山
寺
絵
図
の
作
成
過
程
再
考

　
『
高
山
寺
縁
起（
（1
（

』
に
よ
る
と
、
神
護
寺
別
院
に
し
て
荒
廃
が
進
ん
で
い

た
栂
尾
旧
伽
藍
・
山
内
は
、
建
永
元
年
十
一
月
の
後
鳥
羽
院
院
宣
に
よ
っ

て
明
恵
に
下
賜
さ
れ
、
高
山
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
以
後
新
た
な
伽

藍
の
造
営
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
造
営
が
一
段
落
し

た
寛
喜
二
年
正
月
廿
三
日
に
は
、
明
恵
と
海
住
山
寺

の
慈
心
房
覚
真
（
藤
原
長
房
）
と
の
間
で
一
山
の
四

至
を
定
め
る
官
符
の
申
請
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
と
い

う
。
こ
れ
に
伴
い
、
正
月
廿
六
日
に
は
一
山
の
僧
廿

余
名
他
が
四
至
堺
巡
見
を
行
い
、同
月
廿
九
日
に
は
、

神
護
寺
・
高
山
寺
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
領
内
に
お
け

る
他
領
住
民
の
狼
藉
行
為
を
禁
止
し
て
ほ
し
い
旨
の

訴
状（
（1
（

が
提
出
さ
れ
た
。
翌
閏
正
月
三
日
に
高
山
寺
は

「
四
堺
画
図
」
を
作
成
、
こ
の
図
は
直
ち
に
慈
心
房

覚
真
を
経
て
仁
和
寺
御
室
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

閏
正
月
十
日
、
神
護
寺
、
高
山
寺
の
そ
れ
ぞ
れ
に
宛

て
て
、
寺
領
画
定
を
命
じ
る
太
政
官
牒（
（1
（

が
下
さ
れ
、

両
寺
の
寺
領
山
の
四
至
牓
示
画
定
が
命
じ
ら
れ
、
そ

の
域
内
で
の
狼
藉
行
為
が
禁
止
さ
れ
た
。

　

こ
の
太
政
官
牒
に
基
づ
い
て
官
使
中
原
国
景
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
の

は
閏
正
月
十
三
日
の
こ
と
で
、
翌
十
四
日
ま
で
牓
示
打
ち
が
実
施
さ
れ
、

牓
示
は
「
神
護
寺
絵
図
」・「
高
山
寺
絵
図
」
に
記
録
さ
れ
た（
（1
（

。
こ
の
の
ち
、

二
月
三
日
ま
で
に
主
殿
寮
領
小
野
山
と
の
堺
相
論
が
始
ま
り（
（1
（

、
四
月
廿
七

日
頃
に
は
小
野
山
供
御
人
に
よ
る
牓
示
抜
棄
事
件
が
問
題
と
さ
れ
、
官
使

図三、�山城国主殿寮領小乃山与神護寺堺相論指図トレー
ス図版（『中世荘園絵図大成』より一部改変）牓
示の番号は表一に対応

７
1（
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再
派
遣
に
よ
る
解
決
が
模
索
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
九
月
廿
日
に
は
小
野
山
供
御

人
方
、
神
護
寺
方
、
官
使
ら
が
「
小
野
山
指
図
」
を
作
成
、
相
論
の
調
停

が
行
わ
れ
た
よ
う
だ（
（1
（

。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
十
一
月
十
六
日
に
も
官
使

国
景
・
景
直
に
よ
る
二
度
目
の
牓
示
打
ち
が
実
施
さ
れ
、
追
加
さ
れ
た
牓

示
が
「
神
護
寺
絵
図
」・「
高
山
寺
絵
図
」
に
記
録
さ
れ
た（
（1
（

。
こ
れ
に
て
一

連
の
境
界
画
定
、
牓
示
打
ち
が
完
了
し
、
十
二
月
十
三
日
に
は
「
此
図
」

の
清
書
が
命
じ
ら
れ（
11
（

、「
神
護
寺
絵
図
」
は
十
二
月
廿
四
日
に
神
護
寺
に

到
着
し
た（
1（
（

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
顛
末
に
よ
れ
ば
、「
神
護
寺
絵
図
」・「
高
山
寺
絵
図
」
は
閏
正

月
十
三
日
、「
主
殿
寮
領
小
野
山
与
神
護
寺
堺
相
論
指
図
」
は
九
月
廿
日

の
作
成
に
な
る
と
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
先
行
研
究
は
前
二
者
の
作
成
時
期

に
つ
い
て
別
の
可
能
性
を
模
索
し
て
き
た（
11
（

。
問
題
と
な
る
の
は
、
十
二
月

十
三
日
付
「
右
衛
門
少
志
章
常
書
状
」
の
著
名
な
文
言
、

　
　

�

自　

殿
下
御
所
、
此
図
美
礼
可
令
写
進
上
乃
由
、
被
仰
下
候
也
、
御

近
隣
ニ
ハ
絵
師
候
歟
、
厚
紙
之
美
礼
ニ
可
候
也
、（
下
略
）

の
解
釈
で
あ
り
、
こ
こ
で
清
書
さ
れ
た
絵
図
と
は
ど
の
絵
図
な
の
か
、
と

い
う
疑
問
に
対
し
て
、
多
く
の
先
行
研
究
は
こ
れ
を
現
存
「
神
護
寺
絵
図
」

と
解
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
書
状
は
神
護
寺
に
宛
て
ら

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
し
、
清
書
依
頼
か
ら
十
日
余
り
で
神
護
寺
に
到
来

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
状
況
は
一
見
符
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
看
過
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
両
絵
図
の
裏
書
を
点
検
し
た
い
。「
神
護
寺
絵
図
」
の
裏
書
は
、

　
　

①　

�

神
護
寺
領
高
雄
山
絵
図　

閏
正
月
十
三
日　

官
使
右
弁
官
史
生

従
七
位
上　

中
原
朝
臣
国
景
（
花
押
）

　
　

②　

�

神
護
寺
絵
図
官
使
国
景
重
打
定
之
時

牓
示
図
也　
　
　
　
　

寛
喜
二
年
十
二
月
廿
四
日
到
来

「
高
山
寺
絵
図
」
の
裏
書
は
、

　
　

①　

�

高
山
寺
絵
図　

寛
喜
二
年
閏
正
月
十
三
日　

官
使
右
弁
官
史
生

従
七
位
上　

中
原
朝
臣
国
景
在
判

　
　

②　

高
山
寺
絵
図
朱
沙
堺

横
土
路

で
あ
る
。
と
も
に
①
は
同
一
内
容
だ
が
、
前
者
は
年
欠
で
花
押
の
あ
る
正

文
、
後
者
は
年
記
を
も
ち
「
在
判
」
と
す
る
案
文
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

絵
図
は
こ
の
の
ち
元
和
六
年
に
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
、
大
正
十
年
に
京

都
帝
室
博
物
館
に
よ
る
二
度
の
修
復
を
経
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
裏

書
が
正
し
く
原
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
花
押
が
正
し
く
官
使
中
原

国
景
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、「
神
護
寺
絵
図
」
は
閏
正
月
十
三
日
時
点

で
す
で
に
実
在
し
、官
使
に
よ
る
二
度
目
の
牓
示
打
の
結
果
を
追
記
し
て
、

十
二
月
廿
四
日
に
神
護
寺
に
到
来
し
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、「
高
山
寺

絵
図
」
は
「
在
判
」
の
表
記
が
示
す
よ
う
に
、
同
じ
閏
正
月
十
三
日
時
点

で
実
在
し
た
原
本
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
存
本
の
成
立
時
期
は

「
神
護
寺
絵
図
」
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
が
確
実
と
い
え
る
。



國學院雜誌　第 118 巻第 5号（2017年） ― （ ―

　

こ
の
裏
書
が
指
し
示
す
事
実

は
、
単
な
る
両
絵
図
の
前
後
関

係
に
と
ど
ま
ら
な
い
。む
し
ろ
、

「
高
山
寺
絵
図
」
こ
そ
が
十
二

月
に
清
書
さ
れ
た
絵
図
で
は
な

か
っ
た
か
、
と
い
う
新
た
な
想

定
を
導
く
も
の
で
あ
る
。

　

中
島
博
氏
が
「
山
水
表
現
の

新
様（
11
（

」
と
評
し
た
よ
う
に
、「
高

山
寺
絵
図
」
の
景
観
表
現
は
、

多
様
な
地
勢
情
報
を
統
一
的
な

遠
近
感
の
も
と
に
表
出
し
て
お

り
、
鎌
倉
前
期
の
絵
画
作
品
の

中
で
も
ひ
と
き
わ
優
れ
た
も
の

と
い
え
る
。
半
面
、
境
界
線
や

道
を
随
所
で
途
切
れ
さ
せ
る
程

に
、
山
体
の
奥
に
隠
さ
れ
た
空

間
が
大
き
く
、
絵
図
と
い
う
よ

り
は
絵
画
の
色
彩
が
強
い
こ
と

も
、
職
業
絵
師
の
手
に
な
る
作

品
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
付
け
る
。
他
方
「
神
護
寺
絵
図
」
は
、
神
護

寺
・
高
山
寺
の
境
内
を
囲
繞
す
る
山
並
み
の
平
板
な
景
観
描
写
に
終
始
し
、

地
理
的
情
報
に
も
乏
し
く
、「
高
山
寺
絵
図
」
に
比
較
す
る
と
明
ら
か
に

見
劣
り
が
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
神
護
寺
絵
図
」
に
言
及
し
た
「
某
書
状
断
簡（
11
（

」
は
、

　
　

�

神
護
寺
絵
図
幷
宣
下
状
一
通
、昨
日
自
蔵
人
左
佐
殿
、罷
預
候
之
間
、

入
于
別
当
御
房
之
見
参
候
、
令
進
上
候
、
可
被
納
寺
庫
候
也
、
小
野

人
等
狼
藉
罪
科
有
無
事
、
以
上
人
御
房
仰
旨
、
蔵
人
左
佐
殿
へ
申
上

候
之
處
、
御
返
事
如
此
候
、
此
絵
図
ハ
、
す
き
候
し
ニ
か
ゝ
せ
て
候

し
絵
図
ニ
て
候
也
、そ
れ
に
今
脇
牓
示
事
并
雲
心
寺
事
、被
注
載（
後

欠
）、

と
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
十
一
月
の
追
加
牓
示
と
思
わ
れ
る
脇
牓
示
（
押

川
谷
水
谷
堺
）
と
雲
心
寺
の
件
を
追
記
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
以
降
の
書
状
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
二
カ
所
に
つ
い
て

両
方
記
載
し
た
絵
図
は
現
存
「
神
護
寺
絵
図
」
以
外
に
は
な
く
、
し
か
も

「
神
護
寺
絵
図
」
の
押
河
谷
水
谷
堺
脇
牓
示
は
他
の
牓
示
と
比
べ
て
小
さ

く
、
追
記
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
北
堺
周
辺
に
は
牓
示
図
像

や
独
立
樹
（
大
戸
賀
カ
）
の
注
記
の
擦
消
痕
も
あ
っ
て
、
い
っ
た
ん
作
成

の
の
ち
修
正
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
図
四
）。

　

逆
に
「
高
山
寺
絵
図
」
の
場
合
、
山
体
の
遠
樹
図
像
の
上
に
十
一
月
牓

図四、「神護寺絵図」北辺部の擦消痕と脇牓示追筆　A牓示+牓示銘、B・C文字注記

追筆された脇牓示 Ａ Ｂ

Ｃ
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示
の
注
記
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
後
日
の
追
記
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、「
梅
尾
高
峯
」、「
御
墓
尾
」
な
ど
の
一
般
地
名
も
同
様
に
遠

樹
図
像
の
上
に
重
ね
書
き
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
絵
と
文
字
記
入
の
工
程

が
分
離
し
て
い
た
証
と
判
断
で
き
、
絵
師
に
よ
る
清
書
と
矛
盾
し
な
い
。

　

先
の
「
書
状
断
簡
」
が
現
存
「
神
護
寺
絵
図
」
の
こ
と
を
記
し
た
も
の

と
す
れ
ば
、
こ
の
絵
図
は
「
す
き
候
し
」、
す
な
わ
ち
絵
の
心
得
が
あ
る

者
に
書
か
せ
た
絵
図
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
高
山
寺
絵
図
」
の
絵
師
と

の
力
量
差
が
う
か
が
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、十
二
月
に
清
書
さ
れ
た
絵
図
は「
高
山
寺
絵
図
」で
あ
っ

た
と
み
て
大
過
な
く
、
神
護
寺
に
「
高
山
寺
絵
図
」
の
清
書
が
命
じ
ら
れ

た
こ
と
も
、
高
山
寺
が
い
ま
だ
神
護
寺
の
別
院
と
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
の

反
映
と
解
さ
れ
、
こ
の
絵
図
が
神
護
寺
所
蔵
で
あ
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な

い
。

　

高
山
寺
の
場
合
、
す
で
に
正
月
廿
六
日
の
四
至
堺
巡
見
の
結
果
に
基
づ

き
、
翌
閏
正
月
三
日
に
「
四
堺
画
図
」
が
慈
心
房
覚
真
を
経
て
仁
和
寺
に

届
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
い
か
な
る
図
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な

い
が
、
こ
の
十
日
後
に
は
官
使
中
原
国
景
の
最
初
の
牓
示
打
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
時
点
で
現
存
高
山
寺
絵
図
の
原
図
と
な
っ
た
な
に
が
し
か

の
図
に
牓
示
が
記
入
さ
れ
た（
11
（

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
折
の
図
が
「
四
堺
画

図
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
閏
正
月
十
三
日
の
官
使
派
遣
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
絵
図
に
官

使
が
加
判
を
施
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
十
一
月
の
二
回
目
官
使
派
遣
で
も
追

記
が
な
さ
れ
た
も
の
が
原
図
と
な
り
、
十
二
月
に
絵
師
に
よ
る
清
書
を
経

て
、
神
護
寺
に
届
け
ら
れ
た
の
が
現
存
「
高
山
寺
絵
図
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。「
神
護
寺
絵
図
」
の
神
護
寺
へ
の
到
着
日
が
十
二
月
廿
四
日
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
「
高
山
寺
絵
図
」
も
同
時
に
神
護
寺
に

届
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

二
、
牓
示
設
置
過
程
の
検
討

　

以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
次
に
絵
図
に
描
か
れ
た
牓
示
の
設
置

過
程
の
検
討
に
移
り
た
い
。

　

ま
ず
、絵
図
に
描
か
れ
た
表
一
の
十
五
の
牓
示
の
重
複
関
係
を
み
る
と
、

複
数
の
絵
図
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
山
寺
丑
寅
牓
示
（
1
）
と
松

尾
峯
牓
示
（
（
）
の
み
で
、
そ
の
他
の
十
三
は
一
枚
の
絵
図
に
し
か
記
録

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
前
者
、
す
な
わ
ち
高
山
寺
丑

寅
牓
示
（
1
）
の
場
合
、「
神
護
寺
絵
図
」
と
「
高
山
寺
絵
図
」
に
記
録

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
両
絵
図
の
牓
示
位
置
を
比
較
す
る
と
、「
神
護
寺

絵
図
」
は
清
滝
川
右
岸
に
、「
高
山
寺
絵
図
」
は
菩
提
瀧
を
望
む
清
滝
川

左
岸
に
あ
り
、
同
じ
位
置
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
く（
11
（

。『
高
山
寺
縁
起
』
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の
牓
示
記
載
に
お
い
て
も
、
位
置
か
ら
判
断
し
て
「
高
山
寺
絵
図
」
の
高

山
寺
丑
寅
牓
示
は
「
毘
沙
門
瀧
東
峰
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
神
護

寺
絵
図
の
高
山
寺
丑
寅
牓
示
と
は
異
な
る
牓
示
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
他
方
、「
神
護
寺
絵
図
」
の
そ
れ
は
地
形
位
置
が
判
断
し
が
た
い
が
、

か
り
に
稜
線
の
向
こ
う
に
位
置
す
る
と
み
れ
ば
、
清
滝
川
と
菩
提
川
の
合

流
点
付
近
、
す
な
わ
ち
「
高
山
寺
絵
図
」
の
「
丑
寅
堺
」
付
近
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
見
方
が
妥
当
な
ら
ば
、「
神
護
寺
絵
図
」
と
「
高
山
寺
絵
図
」

に
記
録
さ
れ
た
牓
示
は
一
切
重
複
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
周

知
の
よ
う
に
、
高
山
寺
領
の
領
域
は
神
護
寺
領
の
内
部
に
完
全
に
包
摂
さ

れ
て
お
り
、
東
部
に
他
領
と
の
境
界
線
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
存
在
す
る

と
は
い
え
、
神
護
寺
領
全
体
に
関
わ
る
牓
示
は
「
神
護
寺
絵
図
」
に
、
ま

た
、
高
山
寺
領
に
関
わ
る
牓
示
は
「
高
山
寺
絵
図
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、

と
み
る
の
が
通
例
だ
が
、
こ
こ
で
は
い
さ
さ
か
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

幸
い
『
高
山
寺
縁
起
』
や
三
枚
の
絵
図
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
牓
示

の
設
置
日
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
回
目
の
牓
示
打
ち
は
ま

ず
神
護
寺
領
の
南
（
５
）
か
ら
始
ま
り
、
翌
日
は
神
護
寺
領
お
よ
び
高
山

寺
領
の
東
（
１
、９
～
11
）
に
移
動
し
た
。
こ
こ
で
一
回
目
の
牓
示
打
ち

が
終
了
、
こ
の
の
ち
小
野
山
と
の
堺
相
論
が
展
開
さ
れ
、
決
着
後
の
十
一

月
に
上
述
の
北
堺
（
８
、
1（
）
が
確
定
さ
れ
、
同
時
に
高
山
寺
の
西
牓
示

（
13
）
と
南
牓
示
（
12
）
が
打
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
経
過
か
ら

類
推
す
る
と
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
牓
示
は
い
つ
設
定
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
か
。

No. 神護寺絵図 小野山指図 高山寺絵図 高山寺縁起 設置日

1 高山寺丑寅牓示 高山寺丑寅牓示 毘沙門瀧東峰？ 閏正月14日？

2 脇牓示長谷口
3 辰巳牓示
4 脇牓示大政峰

5 脇牓示菖蒲谷堺
高雄南牓示、菖
蒲谷素光寺方

閏正月13日

6 坤牓示素光寺北峯

7 乾牓示松尾
小乃与神護寺堺牓
示松尾峯

8
押河谷与水谷堺脇
牓示

11月16日

9 （椎尾東境付近） 椎尾渓頭 閏正月14日

10 （萱尾付近） 萱尾路堺 閏正月14日

11
（二子石東南堺付
近）

二子石小路堺押
河谷限

閏正月14日

12 南牓示 11月16日
13 西牓示 11月16日

14
抜牽凭牓示（両子
石付近）

15
（雲心寺牓示打
直）

11月16日

表一　絵図に描かれた牓示銘と設置日
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前
章
の
検
討
に
よ
る
と
、「
神
護
寺
絵
図
」
の
牓
示
追
記
は
十
一
月
に

設
置
さ
れ
た
押
川
谷
水
谷
堺
牓
示
と
雲
心
寺
の
注
記
の
み
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
他
の
牓
示
は
す
べ
て
閏
正
月
に
設
置
さ
れ
た
と
み

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。「
小
野
山
指
図
」
の
松
尾
峯
牓
示
も
ま
た
既
成
事

実
と
し
て
の
表
現
と
み
ら
れ
、
閏
正
月
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付

け
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
閏
正
月
に
は
神
護
寺
の
四
隅
の
本
牓
示
は
す
べ
て
設
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
牓
示
打
ち
が
南
・
東
堺
を
中
心
に
実

施
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
当
時
の
堺
紛
争
の
個
所
が
、
神
護
寺
は
南
の

素
光
寺
・
嵯
峨
方
面
の
南
堺
、
高
山
寺
も
ま
た
長
谷
本
道
経
由
で
領
内
に

侵
入
す
る
南
東
側
の
堺
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

『
高
山
寺
縁
起
』
と
「
高
山
寺
絵
図
」
に
み
え
る
東
堺
の
四
つ
の
牓
示
は
、

た
し
か
に
高
山
寺
が
主
張
し
た
長
谷
本
道
の
通
行
禁
止
と
毘
沙
門
瀧
南
尾

山
路
の
開
設
に
関
わ
る
箇
所
だ
け
に
、
高
山
寺
領
の
四
至
画
定
作
業
の
一

環
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
牓
示
が
設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
む
し
ろ

神
護
寺
領
の
東
の
四
至
「
限
東
長
谷
二
子
磐
瀧
尾
堺
幷
中
河
」
に
対
応
す

る
地
点
で
あ
り
、
高
山
寺
領
の
堺
と
も
共
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
神
護

寺
領
四
至
の
画
定
作
業
の
一
環
で
あ
っ
た（
11
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
閏
正
月
一
三
日
に
は
坤
牓
示
か
ら
南
の
二
つ
の
脇
牓
示

を
経
て
辰
巳
牓
示
ま
で
が
設
置
さ
れ
、
翌
日
に
は
「
高
山
寺
絵
図
」
の
高

山
寺
丑
寅
牓
示
か
ら
南
へ
脇
牓
示
長
谷
口
ま
で
の
五
カ
所
が
設
置
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
、
な
い
し
そ
の
翌
日
あ
た
り
に
、
残
さ
れ
た

北
境
界
の
牓
示
設
定
が
実
施
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、「
神
護
寺
絵
図
」
の

高
山
寺
丑
寅
牓
示
と
乾
牓
示
が
設
置
さ
れ
た
と
推
測
で
き
、
そ
の
段
階
で

小
野
山
供
御
人
ら
と
の
堺
相
論
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

争
点
は
、
押
河
谷
水
谷
堺
の
脇
牓
示
の
み
で
決
着
し
た
ら
し
く
、
同
時
に

松
尾
峯
か
ら
さ
ら
に
西
の
雲
心
寺
跡
壇
に
至
る
一
帯
も
神
護
寺
領
に
付
け

ら
れ
、
十
一
月
の
官
使
再
派
遣
時
に
牓
示
な
ど
の
設
置
が
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
牓
示
設
置
は
す
べ
て
神
護
寺
領
の
画
定
作
業
と
み
な
し
て

よ
く
、
高
山
寺
領
の
本
牓
示
設
置
は
丑
寅
以
外
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
官
符
記
載
の
高
山
寺
四
至
、「
東
限
中
河
、
南
限

瀧
尾
堺
、
西
限
槇
尾
谷
押
河
谷
、
北
限
机
谷
」
が
指
し
示
す
丑
寅
隅
は
「
高

山
寺
絵
図
」
の
「
高
山
寺
丑
寅
牓
示
」
の
位
置
で
は
あ
り
え
ず
、
同
絵
図

の
「
丑
寅
堺
」
付
近
＝
「
神
護
寺
絵
図
」
の
「
高
山
寺
丑
寅
牓
示
」
が
妥

当
で
あ
る
が
、
こ
の
牓
示
は
「
高
山
寺
絵
図
」
に
は
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
高
山
寺
縁
起
』
に
記
さ
れ
た
閏
正
月
の
牓
示
は
す
べ
て
高
山
寺
に
関
わ

る
と
み
な
さ
れ
る
が
、
善
妙
寺
領
堺
に
関
わ
る
「
高
雄
南
牓
示
菖
蒲
谷
素

光
寺
方
」
も
ま
た
「
高
山
寺
絵
図
」
に
は
記
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
高
山
寺
絵
図
」
は
高
山
寺
四
至
に
関
わ
る
す
べ
て
の
牓
示
を
記
録
し
た
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わ
け
で
な
く
、「
神
護
寺
絵
図
」
で
地
理
的
情
報
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
東

の
脇
牓
示
四
ヵ
所
の
み
を
補
助
的
に
記
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

十
一
月
の
最
終
局
面
で
よ
う
や
く
官
使
は
高
山
寺
領
に
配
慮
を
見
せ
、

西
・
南
牓
示
を
設
置
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
も
高
山
寺
領
や
善
妙

寺
領
の
本
牓
示
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
神
護
寺
領

と
高
山
寺
領
に
対
す
る
官
使
の
対
処
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
　
　

三
、「
抜
棄
凭
牓
示
」
と
遠
樹
図
像

　

前
節
の
論
述
で
、
一
カ
所
言
及
し
な
か
っ
た
牓
示
が
あ
る
。「
小
野
山

指
図
」
の
中
央
に
位
置
す
る
牓
示
（
1（
）
で
あ
る
が
、
こ
の
牓
示
注
記
に

つ
い
て
、
今
回
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
こ
の
牓
示

を
「
柊
宮
尾
牓
示
」、
傍
ら
の
個
性
的
な
形
状
を
も
つ
岩
を
「
両
岩
」
と

翻
刻
し
て
き
た（
11
（

。
し
か
し
、『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
の
解
説（
11
（

も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
表
装
時
に
料
紙
が
大
き
く
重
な
り
合
い
、
文
字

の
一
部
が
糊
代
部
分
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
い

ま
、
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
模
写
本
写
真（
11
（

を
参
照
す
る
と
、
該
当
箇
所
は

写
真
右
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
文
字
は
「
抜
棄
（
牽
カ
、
以
下
同
）
凭

牓
示
」、「
二
子
石
」
と
読
め
る
。
原
本
で
確
認
す
る
と
、
後
者
は
当
初
「
二

子
石
」と
記
し
た
の
ち
、

改
め
て
「
両
子
石
」
と

修
正
し
た
よ
う
に
み
え

る
が
、
牓
示
注
記
は
確

か
に
「
抜
棄
凭
牓
示
」

と
読
ん
で
よ
い
こ
と
が

確
認
で
き
た（
1（
（

。
こ
こ
に

読
み
を「
両
子
石
」、「
抜

棄
凭
牓
示
」
と
訂
正
す

る
次
第
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、こ
の「
抜

棄
凭
牓
示
」
は
い
か
な

る
意
味
を
も
つ
牓
示

だ
っ
た
の
か
。
文
字
通

り
に
解
釈
す
る
と
、

い
っ
た
ん
設
置
さ
れ
た

は
ず
の
こ
の
牓
示
は
引

き
抜
か
れ
、
両
子
石
に
凭
れ
か
け
て
あ
る
と
い
う
意
に
な
り
、
図
像
で
も

斜
め
に
傾
い
た
牓
示
杭
の
図
様
は
注
記
内
容
と
合
致
す
る
。

　

実
際
に
牓
示
抜
棄
事
件
に
つ
い
て
は
、
四
月
廿
七
日
「
左
衛
門
権
佐
信

図五、「小野山指図」の「抜棄（牽カ）凭牓示」と「両子石」
　　　左：原本、右：史料編纂所蔵模写本
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盛
書
状（
11
（

」
に
言
及
が
あ
る
。「
神
護
寺
堺
事
」
に
は
じ
ま
る
こ
の
書
状
は
、

小
野
山
供
御
人
の
重
陳
状
の
到
来
を
報
告
し
た
も
の
で
、
官
使
再
派
遣
に

よ
る
堺
糺
定
が
模
索
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
け
て
、

　
　

�

抜
棄
牓
示
之
条
、
可
被
行
罪
科
候
、
堺
糺
定
之
後
、
可
有
沙
汰
之
様
、

先
日
承
存
候
、

さ
ら
に
奥
書
に
も
、「
牓
示
事
、
左
佐
供
御
人
、
可
被
行
罪
科
事
、」
と
書

き
加
え
ら
れ
、
神
護
寺
側
が
牓
示
抜
棄
事
件
に
対
し
て
小
野
山
供
御
人
へ

の
処
罰
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
は

小
野
山
供
御
人
が
神
護
寺
領
の
牓
示
を
抜
棄
て
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

る
こ
と
に
疑
い
な
く
、
堺
糺
定
の
後
に
そ
の
沙
汰
が
あ
る
こ
と
を
寺
家
に

伝
達
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
節
に
引
用
し
た
「
某
書
状
断
簡（
11
（

」
は
こ
れ
に

対
す
る
返
答
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　

牓
示
抜
棄
・
打
直
、
と
い
う
文
脈
か
ら
い
え
ば
、「
高
山
寺
絵
図
」
南

牓
示
注
記
中
に
「
雲
心
寺
牓
示
打
直
」
の
文
言
が
あ
り
、
牓
示
抜
棄
事
件

は
雲
心
寺
牓
示
の
こ
と
と
も
推
測
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
抜

棄
凭
牓
示
」
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
抜
棄
事
件
の
牓
示
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、小
野
山
と
の
堺
を
糺
定
す
べ
く
作
成
さ
れ
た「
小

野
山
指
図
」
の
中
央
に
こ
の
牓
示
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
正
し

く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
牓
示
抜
棄
こ
そ
が
小
野
山
と
の
堺

相
論
の
重
要
な
論
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、同
じ
指
図
の「
小
乃
山
与
神
護
寺
堺
牓
示
松
尾
峯
」は
、

神
護
寺
領
の
乾
牓
示
と
し
て
一
回
目
の
官
使
派
遣
時
に
設
定
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
子
石
の
牓
示
が
同
じ
一
回
目
派
遣
時

に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、「
神
護
寺
絵
図
」
に
擦
消
痕
も
含

め
て
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
設
置
時
期
は
官

使
派
遣
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、「
小
野
山
指
図
」
の
も
う
一
つ
の
問
題
が
こ
こ
で
重
要
な
意

味
を
帯
び
て
く
る
。
そ
れ
は
、
図
中
に
複
数
ひ
か
れ
た
朱
線
の
意
味
で
あ

り
、
こ
れ
を
い
く
つ
か
の
境
界
案
の
並
記
と
み
な
す
な
ら
ば
、
た
し
か
に

「
相
論
の
場
面（
11
（

」
の
臨
場
感
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。
朱
線
で

示
さ
れ
た
境
界
線
は
次
の
三
案
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

①　

三
戸
賀
―
両
子
石
牓
示
―
清
塩
瀧
谷

　

②　

三
戸
賀
―
松
尾
峯
牓
示
―
清
塩
瀧
谷

　

③　

三
戸
賀
―
松
尾
峯
牓
示
―
雲
心
寺
―
（
清
塩
瀧
谷
以
西
）

な
お
、
朱
の
波
線
で
抹
消
さ
れ
た
最
も
北
側
の
線
は
、
③
の
朱
線
設
定
に

際
し
、
三
戸
賀
か
ら
松
尾
峯
を
通
過
し
な
い
で
、
誤
っ
て
直
接
雲
心
寺
に

向
け
て
引
か
れ
た
線
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
松
尾
峯
牓
示
が
必
ず
通
過

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
地
点
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
唯
一
松
尾
峯
牓
示
を
通
過
し
な
い
①
案
は
、
一
見
無
意

味
と
も
思
え
る
が
、
そ
れ
が
小
野
山
側
の
主
張
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
両
子
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石
牓
示
の
存
在
こ
そ
が
そ
の
根
拠
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
し
か
も
、
藤

田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に（

11
（

、
こ
の
①
は
図
中
で
山
腹
斜
面
を
覆
う
濃
密
な

遠
樹
図
像
の
有
無
を
分
か
つ
線
で
も
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

一
般
に
荘
園
絵
図
で
は
自
領
の
外
を
空
白
の
ま
ま
残
す
こ
と
で
、
自
領

の
内
／
外
を
際
立
た
せ
る
手
法
が
と
ら
れ
た（
11
（

。
こ
の
表
現
の
手
法
に
即
し

て
い
う
な
ら
ば
、「
小
野
山
指
図
」
に
は
図
像
レ
ベ
ル
で
高
山
寺
領
を
も

含
む
神
護
寺
領
と
そ
の
外
側
を
区
別
す
る
認
識
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
遠
樹
が
示
す
神
護
寺
領
は
、
寛
喜

の
堺
相
論
で
決
着
し
た
境
界
よ
り
も
か
な
り
狭
い
範
囲
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

　

ほ
ぼ
全
面
に
わ
た
っ
て
稜
線
に
遠
樹
が
施
さ
れ
て
い
る
「
神
護

寺
絵
図
」
に
お
い
て
も
、
境
界
案
①
と
②
に
囲
ま
れ
た
三
角
形
の

領
域
は
、
遠
樹
図
像
が
な
く
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

領
域
が
詳
し
く
描
か
れ
な
か
っ
た
「
高
山
寺
絵
図
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
三
戸
賀
か
ら
下
る
「
北
堺　

机
谷
」
の
境
界
線
よ
り
も

西
は
遠
樹
図
像
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
三
枚
の
絵
図
に
共
通
し
て

遠
樹
図
像
が
描
か
れ
な
か
っ
た
こ
の
三
角
形
の
領
域
は
、
元
来
神

護
寺
領
の
外
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。そ
し
て
、

こ
の
認
識
こ
そ
が
、
小
野
山
供
御
人
を
し
て
両
子
石
牓
示
抜
棄
事

件
に
至
ら
し
め
た
要
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

両
子
石
牓
示
の
一
例
の
み
か
ら
推
測
す
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
な
い
。

い
ま
「
小
野
山
指
図
」
と
「
高
山
寺
絵
図
」
に
認
め
ら
れ
る
〈
密
な
遠
樹
〉

の
分
布
域
と
牓
示
位
置
を
対
比
す
る
た
め
、
現
地
比
定
図
（
図
六
）
を
作

成
し
た
。

　
「
高
山
寺
絵
図
」
の
場
合
、
遠
樹
図
像
は
絵
師
の
遠
近
感
表
出
の
具
と

さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
り
、
山
腹
斜
面
は
〈
密
な
遠
樹
〉・〈
疎
な
遠
樹
〉・

図六、�絵図の遠樹図像分布域と牓示の位置（復元案）
牓示の番号は表一に対応（白抜き数字は「高
山寺絵図」

　　　�右上り斜線：「高山寺絵図」の密な遠樹、右下
り斜線：「小乃山指図」の遠樹、実線は主要な
稜線

三戸賀

大戸賀

木与志於渡瀬

１

１

９

10

11

12

13

７ ８

1（1（

６

５

４ ３
２
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〈
遠
樹
な
し
〉
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
東
堺
の
四
牓

示
は
い
ず
れ
も
〈
疎
な
遠
樹
〉
域
の
縁
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、〈
疎
な

遠
樹
〉
が
寺
領
の
範
囲
を
示
す
記
号
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
〈
密
な
遠
樹
〉
の
分
布
域
に
、
遠
近

感
表
出
と
は
異
な
る
次
元
の
空
間
属
性
が
含
意
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
に

あ
る
。

　

図
六
に
み
る
よ
う
に
、〈
密
な
遠
樹
〉
は
基
本
的
に
神
護
寺
・
高
山
寺

の
二
つ
の
境
内
を
中
心
に
、
そ
こ
か
ら
眺
め
う
る
で
あ
ろ
う
清
滝
川
両
岸

の
山
体
に
拡
が
っ
て
お
り
、
両
寺
に
最
も
近
接
し
た
山
体
で
あ
る
と
同
時

に
、
両
寺
の
強
い
テ
リ
ト
リ
ー
（
な
わ
ば
り
）
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
空
間

で
あ
る
。
そ
こ
に
他
の
領
有
を
主
張
す
る
主
体
が
存
在
し
な
い
限
り
、
寺

院
は
そ
の
範
囲
の
排
他
的
な
囲
い
込
み
を
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。
神
護

寺
の
平
岡
八
幡
宮
、
高
山
寺
の
善
妙
寺
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
神
護
寺
テ
リ

ト
リ
ー
外
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小
テ
リ
ト
リ
ー
を
形
成
す
る
核
で
あ
っ
た
が
、

寛
喜
二
年
の
境
界
画
定
に
際
し
て
、
神
護
寺
領
に
編
入
さ
れ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

神
護
寺
・
高
山
寺
は
、
四
至
画
定
を
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元
来
の

境
内
域
と
も
い
う
べ
き
範
囲
を
大
き
く
拡
張
し
、
牓
示
に
よ
っ
て
保
証
さ

れ
た
新
た
な
寺
領
の
形
成
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
四
至
牓
示
か
ら
境
界
線
へ
―
む
す
び
に
代
え
て

　

寛
喜
二
年
の
神
護
寺
領
・
高
山
寺
領
の
境
界
画
定
は
、太
政
官
符
に
よ
っ

て
四
至
牓
示
方
式
で
実
施
さ
れ
た
が
、
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
神
護
寺

領
は
慣
例
に
従
っ
て
四
隅
の
本
牓
示
が
設
定
さ
れ
た
の
に
対
し
、
高
山
寺

領
で
は
正
規
の
本
牓
示
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
高
山
寺
領
が
所
詮
神
護
寺
領
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
高
山
寺

独
自
の
本
牓
示
を
設
定
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
官
使
が
判
断
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
元
来
、
官
使
の
任
務
は
隣
接
す
る
所
領
間
の
四
至
を
踏
査

し
、
そ
こ
に
重
複
や
矛
盾
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
高
山
寺
の
四
至
は
存
在
し
て
も
、
他
領
堺
で
あ
る
東
堺
の
確
認
は
官

使
の
任
務
だ
が
、
神
護
寺
領
内
に
設
定
さ
れ
た
境
界
の
確
認
は
、
官
使
本

来
の
任
務
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
十
一
月
の
最
終
局
面
で
高
山
寺
の
西
・

南
牓
示
が
設
置
さ
れ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
高
山
寺
側
か
ら
の
強
い
要
請
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
牓
示
が
不
在

の
高
山
寺
領
の
全
体
を
示
す
た
め
、「
高
山
寺
絵
図
」
で
は
境
界
線
が
施

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

高
山
寺
領
を
含
め
て
神
護
寺
領
全
域
の
境
界
設
定
の
在
り
方
を
検
討
す

る
と
、
官
使
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
そ
の
境
界
は
、
絵
図
に
遠
樹
で
示
さ
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れ
た
両
寺
の
本
来
的
な
境
内
域
を
大
き
く
踏
み
越
え
て
お
り
、
隣
接
す
る

所
領
と
の
協
議
に
よ
っ
て
再
画
定
さ
れ
た
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
そ
の
実
態
は
、「
神
護
寺
絵
図
」
の
本
牓
示
・
脇
牓
示
か
ら
連
想

さ
れ
る
漠
然
と
し
た
境
界
で
は
な
く
、
隣
接
所
領
と
の
間
に
ひ
か
れ
た
厳

し
い
線
と
し
て
の
境
界
で
あ
っ
た
。

　

元
来
、
荘
園
の
外
側
に
は
、
い
ず
れ
の
領
域
に
も
属
さ
ぬ
境
界
帯
と
し

て
の
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。
紀
伊
国
神
野
真
国
荘
絵
図
に
お
い
て
、
同

荘
の
乾
牓
示
が
「
向
荒
河
御
庄
牓
示
立
也
」
と
注
記
さ
れ
、
荒
河
荘
の
古

牓
示
と
若
干
の
間
隔
を
空
け
て
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
隣
接
す
る
荘

園
の
間
に
は
な
に
が
し
か
の
緩
衝
地
帯
、
境
界
帯
が
介
在
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
通
常
、
牓
示
銘
は
「
□
□
荘
□
牓
示
」
と
荘
園
名
・
方
位

を
冠
し
て
命
名
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
本
来
牓
示
は

そ
れ
ぞ
れ
の
荘
園
に
付
属
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
隣
接
す
る
荘
園
で
も

そ
れ
ぞ
れ
別
の
牓
示
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
本
の

牓
示
が
隣
接
荘
園
・
所
領
間
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
牓
示
の
外
に

は
無
主
の
山
野
河
海
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
牓
示
や
そ

の
地
点
が
し
ば
し
ば
当
該
所
領
内
部
の
住
民
の
崇
拝
や
信
仰
の
対
象
と

な
っ
た（
11
（

の
は
、
こ
う
し
た
空
間
認
識
に
根
ざ
す
も
の
と
い
え
る
。

　

両
子
石
の
牓
示
は
、本
源
的
な
神
護
寺
領
を
画
す
る
牓
示
で
あ
っ
た
が
、

決
し
て
神
護
寺
と
小
野
山
の
境
界
を
示
す
地
点
で
は
な
か
っ
た
。
小
野
山

供
御
人
た
ち
は
神
護
寺
領
を
侵
犯
し
な
い
範
囲
で
牓
示
外
の
山
野
を
用
益

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
相
論
が
始
ま
る
と
、
境
界

帯
と
い
う
あ
い
ま
い
な
空
間
を
残
す
こ
と
な
く
、
ぎ
り
ぎ
り
の
妥
協
点
が

模
索
さ
れ
、
つ
い
に
は
隣
接
所
領
間
で
共
有
さ
れ
る
線
と
し
て
の
境
界
が

画
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
小
野
山
指
図
」
に
お
け
る
「
小
乃
山
与
神
護
寺
堺
牓
示
松
尾
峯
」
の

注
記
は
、
す
で
に
そ
れ
が
隣
接
所
領
間
で
共
有
さ
れ
る
境
界
標
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。「
神
護
寺
絵
図
」
で
は
単
に
「
乾
牓
示
」
と
さ
れ

て
い
る
地
点
だ
が
、
実
際
の
松
尾
峯
牓
示
は
そ
の
一
本
が
小
野
山
と
神
護

寺
に
共
有
さ
れ
る
堺
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
境
界
概
念
の
変

容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

境
界
帯
を
も
分
割
し
つ
く
し
て
し
ま
う
境
界
線
の
成
立
は
、
も
ち
ろ
ん

隣
接
所
領
間
の
紛
争
の
所
産
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
に
堺
相
論
が
頻
発
す
る

背
景
に
は
、
元
来
の
緩
衝
地
帯
を
な
す
山
野
河
海
へ
の
生
業
活
動
の
拡
大

と
展
開
が
あ
っ
た
。
神
護
寺
周
辺
に
お
い
て
も
、
周
辺
領
域
の
樵
夫
・
畑

人
ら
の
寺
域
内
へ
の
侵
入
が
寺
領
画
定
の
契
機
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
は
、
文
永
～
文
保
年
間
に
お
け
る
近
江
国
葛
川
の
地
で
起
こ
っ
た
一
連

の
動
き
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
11
（

。
元
来
明
確
な
寺
領
を
も
た
な

か
っ
た
葛
川
息
障
明
王
院
は
、
隣
接
す
る
伊
香
立
庄
民
と
の
紛
争
を
通
じ

て
、
広
い
縁
起
上
の
四
至
と
狭
い
聖
域
と
の
中
間
に
寺
領
の
境
界
線
を
設
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定
す
る
に
至
る
。
聖
域
の
保
全
の
た
め
に
は
、
よ
り
広
い
領
域
の
領
有
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
設
定
さ
れ
た
境
界
線
は
あ
く
ま
で
一
時
的

か
つ
人
為
的
な
も
の
で
あ
り
、
本
来
そ
の
地
に
備
わ
る
四
至
牓
示
の
境
界

認
識
と
は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

境
界
線
が
も
つ
こ
う
し
た
人
為
性
や
一
時
性
は
、
こ
の
の
ち
に
作
成
さ

れ
る
多
数
の
荘
園
絵
図
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
荘
堺
で

は
な
い
が
、
伯
耆
国
東
郷
荘
や
薩
摩
国
伊
作
荘
日
置
北
郷
の
下
地
中
分
線

に
み
る
山
を
見
通
す
直
線
境
界
に
も
、
境
界
線
の
も
う
一
つ
の
側
面
が
現

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

注（1
）「
四
至
牓
示
絵
図
考
」『
歴
史
地
理
学
』
一
四
四
号
、
一
九
八
九

（
2
）�「
堺
四
至
打
牓
示
」
と
い
う
文
言
も
、
管
見
の
限
り
建
長
八
年
「
讃
岐
国
柞
田
荘

四
至
牓
示
注
文
」（『
鎌
倉
遺
文
』
八
〇
二
五
号
）
あ
た
り
を
最
後
に
、
以
後
は
用

い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

（
3
）�

閉
曲
線
に
よ
る
境
界
表
示
自
体
は
、
た
と
え
ば
「
越
中
国
新
川
郡
丈
部
開
田
地
図
」

（
正
倉
院
）
な
ど
、
古
代
荘
園
図
の
野
地
境
界
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
牓
示
と
境
界
線
が
併
用
さ
れ
る
事
例
で
は
、
建
永
二
年
「
山
城
国
嵯
峨
遮
那

院
御
領
絵
図
」（
天
龍
寺
蔵
）
が
あ
り
、
牓
示
様
の
杭
と
そ
れ
を
つ
な
ぐ
文
字
列

の
境
界
線
が
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
四
隅
で
は
「
未
申
角
」、「
辰
巳
角
」
が
見
え

る
の
み
で
、
完
結
し
た
本
牓
示
と
は
い
え
な
い
。

（
（
）「
荘
園
の
牓
示
」『
社
会
経
済
史
学
』
二
八
、一
九
三
二

（
（
）�

①
「
荘
園
図
の
歴
史
的
性
格
」『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
創
元
社
、
一
九
七
〇
、

②
「
高
山
寺
・
善
妙
寺
寺
領
牓
示
絵
図
（
上
・
下
）」『
日
本
美
術
工
芸
』

四
九
八
・
四
九
九
、一
九
八
〇

（
（
）�「
開
田
図
か
ら
四
至
牓
示
図
へ
の
展
開
」『
荘
園
絵
図
の
基
礎
的
研
究
』三
一
書
房
、

一
九
七
三

（
（
）�「
寛
喜
二
年
高
山
寺
絵
図
」『
研
究
紀
要
（
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究

室
）』
一
、一
九
八
〇

（
（
）�「
神
護
寺
絵
図
・
高
山
寺
絵
図
の
作
成
過
程
」『
絵
図
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
上
巻
、

地
人
書
房
、
一
九
八
八

（
（
）�「
高
山
寺
絵
図
の
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
」『
絵
図
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』下
巻
、地
人
書
房
、

一
九
八
九

（
10
）�

松
尾
容
孝
「
神
護
寺
絵
図
・
高
山
寺
絵
図
・
主
殿
寮
領
小
乃
山
与
神
護
寺
堺
相
論

指
図
」『
中
世
荘
園
絵
図
大
成
』
第
一
部
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七

（
11
）『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
釈
文
編
二
（
中
世
一
）』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六

（
12
）『
続
群
書
類
従
』
第
二
七
輯
上
（
釈
家
部
）、
一
九
二
六

（
13
）�「
太
政
官
牒
」
神
護
寺
文
書
二
七
二
号
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
九
二
五
号
）、「
太
政
官

牒
」
高
山
寺
文
書
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
九
二
四
号
）

（
1（
）
同
上
注
13

（
1（
）
両
絵
図
裏
書
（
同
上
注
10
所
収
写
真
参
照
）

（
1（
）「
覚
真
書
状
」
神
護
寺
文
書
一
二
一
号
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
九
五
三
号
）

（
1（
）「
左
衛
門
権
佐
信
盛
書
状
」
神
護
寺
文
書
一
二
二
号
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
九
八
一
号
）

（
1（
）「
小
野
山
指
図
」
裏
書
（
同
上
注
10
所
収
写
真
参
照
）

（
1（
）�「
神
護
寺
絵
図
」、「
高
山
寺
絵
図
」中
の
文
字
注
記（
同
上
注
10
所
収
写
真
・
ト
レ
ー

ス
図
版
参
照
）

（
20
）「
右
衛
門
少
志
章
常
書
状
」
神
護
寺
文
書
一
二
四
号
（『
鎌
倉
遺
文
』
四
〇
六
三
号
）
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（
21
）「
神
護
寺
絵
図
」
裏
書
（
同
上
注
10
所
収
写
真
参
照
）

（
22
）�
絵
図
作
成
時
期
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
松
尾
氏
の
整
理
（
同
上
注

10
）
参
照
。

（
23
）
同
上
注
（

（
2（
）
神
護
寺
文
書
一
二
三
号
（『
鎌
倉
遺
文
』
四
〇
六
五
号
）

（
2（
）�

閏
正
月
十
四
日
に
打
た
れ
た
牓
示
（
高
山
寺
縁
起
）
は
、
す
べ
て
「
高
山
寺
絵
図
」

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2（
）�

藤
田
氏
の
整
理
に
お
い
て
も
、
両
者
が
別
の
位
置
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
同
上
注
８
）。

（
2（
）�

高
山
寺
の
四
至
で
は
「
東
限
中
河
、
南
限
瀧
尾
堺
」
と
な
っ
て
お
り
、
長
谷
や
二

子
石
は
登
場
し
な
い
（
同
上
注
12
、
注
13
高
山
寺
文
書
）。

（
2（
）�

筆
者
作
成
の
ト
レ
ー
ス
図
版
（
初
出
は
京
都
国
立
博
物
館
特
別
陳
列
図
録
『
古
絵

図
の
世
界
』
一
九
八
四
）
で
こ
の
読
み
を
記
し
た
が
、
以
後
も
多
く
の
文
献
で
こ

の
読
み
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。

（
2（
）
同
上
注
11

（
30
）�

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
荘
園
絵
図
摸
本
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
所
収
写
真
参
照
。
な
お
、
こ
の
絵
図
の
西
岡
虎
之
助
収
集
本
（『
日
本

荘
園
絵
図
集
成
』
上
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
所
収
）
も
同
様
と
み
ら
れ
る

が
、
写
真
の
解
像
度
が
低
く
判
読
し
が
た
い
。

（
31
）
文
字
の
判
読
に
関
し
、
下
坂
守
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
32
）
同
上
注
1（

（
33
）
同
上
注
2（

（
3（
）
同
上
注
10

（
3（
）
同
上
注
（

（
3（
）�

他
領
を
空
白
と
し
た
事
例
は
、
尾
張
国
富
田
荘
絵
図
（
円
覚
寺
蔵
）
や
伯
耆
国
東

郷
荘
絵
図
（
個
人
蔵
）
な
ど
、
多
数
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
場

合
に
も
他
領
の
地
名
の
み
は
記
す
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。

（
3（
）�

中
世
に
お
け
る
山
野
河
海
の
領
有
と
牓
示
の
問
題
に
つ
い
て
、
保
立
道
久
「
中
世

に
お
け
る
山
野
河
海
の
領
有
と
支
配
」（『
日
本
の
社
会
史
第
二
巻
、
境
界
領
域
と

交
通
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
）
が
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

（
3（
）�

下
坂
守
・
長
谷
川
孝
治
・
吉
田
敏
弘
「
葛
川
絵
図
」『
絵
図
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』

上
巻
、
地
人
書
房
、
一
九
八
八

付
記��　

本
研
究
は
、
平
成
二
八
年
度
國
學
院
大
學
国
内
派
遣
研
究
費
を
使
用
し
た
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
絵
図
の
熟
覧
調
査
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
高
尾
山
神
護
寺
貫

主
・
谷
内
弘
照
師
、
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
京
都
国
立
博
物
館
・
羽
田�

聡
氏
に

深
い
謝
意
を
表
し
た
い
。


